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はじめに
　
本稿は、栃木県の官吏であったと考えられる仲田信亮が、明治一二年
（一八七九）八月一七日から九月一一日にかけて、東京の馬込惟長に宛てた五通の書簡を紹介するものである。書簡は馬込家に伝来し、現在は大伝馬町名主馬込家文書として東京都江戸東京博物館に所蔵されている。　
以下ではまず、翻刻に際しての凡例を示した上で、五通の書簡（およ
びそれに付属する切紙一点）を翻刻する。それに続けて、書簡の差出人である仲田信亮の履歴などを記した明治五年（一八七二）の栃木県 官員に関す 記録と、同四年（一八七一）七月に日光県官吏であった仲田が書き上げた意見書を 参考史料として紹介する。そして最後に、史料紹介の解題にかえて、仲田信亮、馬込惟長、そして書簡の主要な話題である大谷石について解説する。　　　
凡例
一、本稿で紹介する史料は、東京都江戸東京博物館が所蔵する大伝馬
町名主馬込家文書のうち、 「馬込惟長宛書簡綴（大谷石購入などにつ
き） 」 （資料番号〇九〇〇〇七六二、マイクロフィルム請求番号ＦＭＡ／６／３） 、および「馬込惟長宛書簡（別啓・通運石印付につき） 」（〇九〇〇〇七六三、ＦＭＡ／６／３）である。馬込家文書については、 「東京都江戸東京博物館所蔵
 江戸の町名主
 資料目録」 （ 『江戸の
町名主』東京都江戸東京博物館調査報告書第二五集、二〇一二年）参照。
一、
 五通の書簡（〇九〇〇〇七六二）は、端を二箇所の穴で紐綴じに
した一綴りのもので、これらを
書簡①～⑤
とした。 「別啓」の一点
（〇九〇〇〇七六三）は、日付と内容が
書簡③
と合致することから、
書簡③に続けて収録した。
一、
 五通の書簡、および
書簡③
に付属する「別啓」の法量は以下の通り
である（単位はセンチメートル） 。
　　　
書簡①
　
縦一六・二
 ×
 横一〇〇・〇
　　
書簡②
　
縦一五・四
 ×
 横七六・七
　　
書簡③
　
縦一五・三
 ×
 横一一一・一
　　
書簡④
　
縦一六・四
 ×
 横九八・六
　　
書簡⑤
　
縦一五・三
 ×
 横九八・七
　　
「別啓」 （書簡③付属、継紙の糊がはがれ二点に分離）
　　 　　　
縦一五・二
 ×
 横五・二、縦一五 二
 ×
 横一四・二
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史料翻刻
書簡①明治一二年（一八七九）八月一七日付「（朱書）
壱
　
八月十八日着」
　
本月十三日附御細答翌十四日郵着、再三敬読、被仰越候条々委曲拝承、陳は東京近来石類莫大之御用途随而、豆〔伊豆国〕 ・相〔相模国〕追々深山ニ相進ミ不弁附而、当栃木管内より産出
（朱書）
大屋
「谷」
石深キ御見込有
之旨ヲ以、云々御問合之趣領承 右は速ニ御報可申上候処、小生既ニ承知いたし居候外、猶実際 処問合候ニ付延引、則今日其報知ヲ得候間、左ニ御答申上
一、
（朱書）
大屋
「谷」
石は河内郡荒
アラ
釘ハリ
村字
（朱書） 「谷」
大屋ト申所より産出、其適用ハ第一石蔵・
石室及ヒ屋根ニ用ヒ、
（針）
水火ニ至而丈夫、先年或ル西洋人宇都宮通行之
砌り、石蔵ヲ熟覧、練
（煉）
瓦より遥カニ優ルト申候由、又曽而地理局官員
白野夏雲ト云人、河内郡巡廻之砌
（朱書）
大屋
「谷」
石ヲ一見いたし、建築石ニは
全国第一等之石質ト賞誉致シ候由、石産出之場所は隣村駒生村立岩新田江跨り候大山ニ付、当分何程切出シ候テモ容易に切尽シ候様之儀無之、東京運搬は石井河岸江陸路三里半、同所より船積絹川〔鬼怒川〕通り、右大谷石幸便有之 山元より取寄申候間、不日通運継ヲ以 廻送致候条 其質篤と御熟覧可被成、且東京深川材木町（油堀ノ際）元宇都宮藩買上地中に大谷石ヲ以建築いたし候石蔵有之 旨伝承候間、御心得ニ申上候条 御聞糺シ有之度候
　
右荒釘
（針）
村之隣村駒生村より産出之石モ稍く大谷石ト同様之生質之由ニ
御座候
　
右不取敢御報申上度、頓首々々
　　 　
十二年八月十七日
　　　　　　　　　　　　　　　
仲田信亮
一、以上の書簡のほか、本稿では、 「栃木県史材料
 制度部
 官員履歴
 廿
七」 （国立公文書館デジタルアーカイブ）の中で、書簡の差出人である仲田信亮の履歴などが記された箇所を参考史料①、仲田が日光県官吏の時代に記した「鄙調（当県管内一大産物ヲ興スノ策） 」 （群馬 佐波郡境町字島村田島九如家所蔵文書、横浜開港資料館複製版、請求番号
Ca６／
10・５／１）を参考史料②として、合わせて翻刻した。
一、翻刻に際しては、固有名詞などを除き、原則として常用漢字を用い
た。栃木の「栃」は、参考史料①の表紙 「栃木県史料」 「栃木県史材料」の二箇所）で「栃」が使用されているほかは、すべて「杤」であるが、翻刻では「栃」で統一した。変体仮名の「者」は「は」 、合字の「より」 「トモ」はそれぞれひらがな・カタカナで表 した。
一、朱筆の箇所は、かぎ括弧「
　　
」で示し、 （朱書）と注記した。
一、本文中の丸括弧（
　　
）は割書、亀甲括弧〔
　　
〕は翻刻者による
補足注である。
一、ふりがなは史料に付されたものであり、丸括弧（
　　
）を付したふ
りがなは翻刻者による注記である
一、読みやすさを考慮して、適宜、読点と並列点を付 た。
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度、右荒釘
（針）
・板橋共山元之処は、小生及ヒ候丈ケハ如何様ニも尽力御
世話可申上、先は板橋石発見之儀及ヒ通運継ヲ以差出候儀申上旁御報如此御座候也
　　　　
十二年
　　
八月廿日
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
信亮
　　 　　　
惟長様
書簡③明治一二年八月二七日付「（朱書）
三
　
八月廿八日着」
　
廿二日附御廻答廿三日着、廿五日付 状廿六日着、右御廻報及ヒ被仰越候条々委細拝承、陳は本月廿一日通運ヲ以差出候大谷・ 之両石塊、廿四日貴家着、差向石工江御見セ相成候処、大谷石ハ ツ豆州ノ中等、板橋石ハ其質豆州之上ニ位スベキナレドモ、青緑薄ク候ニ付、先ツ壱 劣り、右ニて色濃ニ候ハヽ建築第一等、豆・相ノ上ニ居ルヘキ鑑定、何れ其筋御検査済之上は、猶評細被仰下候旨、
遂（逐）
一承知仕
候、右板橋は山元広大ニ付、其色 濃淡種々有之 此程御廻送仕 分ハ其中辺ニて、右より猶濃キモ薄キモ有 候由、石工之者申聞 間御安心被下度、弥御検査済 直段も御見込 相合シ盛ンニ御廻送之事ニ候ハヽ、仰之如ク其地之石類取扱候者江御談判 成候方、至極御便利と相考申候 弥其節に至り候ハヽ必ス着実之人物御世話可申上候
　
廿二日附御端書ニ被仰越候堅石、管下産出之内 下都賀郡静
シヅカ
村ニて岩
船石（本文岩船山は下都賀郡より安蘇郡江跨り 隣五六ヶ村江連絡いたし居候大山ニて、夫より産出候 付 岩船石と唱申候） 、同郡
真マユミ
弓
村之磯山石、両様共土台及ヒ石垣等ニ適用 且東京江差出し候に川路
　　　　　　
馬込惟長様
　
追啓
　
水製糸綿ヲ水ニ致シ候処、御試験御届キ相成候ハヽ、速ニ御通
知ヲ奉希候
　　　
○
　
栃木最寄本月十二日以来、虎列刺〔コレラ〕七八名相見江申候、拙宅は充分予防法相行ヒ、挙家一同養生専一ニ相守り居候間、乍憚御安神可被下候
書簡②明治一二年八月二〇日付「（朱書）
弐
　
八月廿二日着」
　
十九日附御細書廿日郵着、敬読数回、被仰越 条々悉皆拝承、先便申上候大谷石、本日通運会社江差出候間、近日貴家着相成可申と存候、扨右之外上都賀郡板橋宿より（旧例幣使街道則栃木日光道ナリ）美質之建築石産出、右一昨年栃木下町江新築相成候警察署は則板橋石之趣、昨日始メテ承知（板橋石之見体甚伊豆石ニ類似いたし居 ニ付、―
（ママ）
―――――
小生是迄伊豆石ヲ相用候事とのミ相心得居申候） 、幸ヒ
栃木町石屋板橋石ヲ所持いたし居候間、則今便大谷石一同通運継ヲ以御廻し申上候、此板橋 は全ク近年之産出ニて、栃木江売出シ候は右警察署新築之砌初メテ申事、小生愚案ニは、大谷石ヨリハ遥カニ相優り居り候様相考申候、板橋石モ山元中々ナル大山 趣、東京運送は板橋よ 栃木江七里、夫より船路之方便利と存候 鹿沼 弐里余日光寄ニ候間、石井河岸江も同様七里余有 申候、利根之逆流無之丈ケ栃木之方よろしくと相考申候、右は御 越之如ク御買上ケ代価 豆・相両国之比較ヲ以、当方切歩、河岸出し、船ちん等、篤と御計算有之
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書簡④明治一二年九月六日付「（端裏書）
九月九日返書出ス」
　
去月三十一 堅石見本貴家着ニ付、即日附御差出之御状、本月一日郵着、拝読、被仰越候趣敬承、其筋御検査済之御模様御分り次第被仰下度候
　
小生儀、十二日より群馬県江出張候ニ付、其前御出向之 心掛ニ候処、御検査之御都合有之、十二日前は御六ヶ敷、依而群馬より帰県之日限御問合、右は十九日迄ニは必ス帰県いたし申候 当方も其後虎列刺病栃木近傍は大キニ薄ク相成候処、栃木より二里程南榎ノ本村外ニ三四ヶ村、過日以来患者盛ンニ有之、即今は少シク威勢相拉ケ候得共、猶油断不相成 且十二日前と申候テハ最早余日も無之ニ付 無論本月十九日後、縮々尊来被成下度 必御待申上候
　
其後石産出之場所取調候処、大谷・板橋之近傍猶夫々品替り候石三四ヶ所有之、是も其内見本拙宅迄取寄置候間、尊来之砌入御覧 積りニ御座候
　
其筋御検査済、御買上直段も御計算ニ相当り、弥山元 着手と相成候へは、右周旋方極々慥成其道適当之人物ヲ得候間 此段は真ニ御安神有之度候 本月下旬尊来之砌 山元御巡覧之儀ニ ハヽ、同人ヲ以案内為致候見込、同人は身代も相応ナル者ニ付、夫是以安神之至ニ御座候、先は右申上度 頓首々々
　　　　
十二年
　　
九月六日
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
信亮拝
　　 　　　　
惟長様
　
追啓
　
其後水糸製之儀は如何之御運歩ニ相成候哉、模様相伺度奉希候
便利ニ付、則右両石共取寄、今廿七日通運ヲ以御廻し申上候間、着御改メ御受取有之度候
　　
岩船石
　
但（産出之山、下都賀郡静村外四ヶ村ニ跨ル）
　　
右山元より安蘇郡馬門河岸迄里程凡三里余、夫より東京迄船路
　　
但、馬門河岸之下渡良瀬江出、夫より利根川
　　
磯イソ
山石
　
但（産出之山、下都賀郡真弓村之内）
　　
 右山元より壱里余ニて本沢河岸、又壱里半余ニて部屋河岸、夫より船路
　　　　
但、本沢・部屋両河岸トモ巴
ウヅマ
川ニて則栃木河岸之下流ニ御座候
一、本月中ニは流行病モ薄ラギ可申ニ付、来月ニ相成候ハヽ他出不致前
御来臨可相成御見込之旨、小生儀九月十二日より群馬県へ出張候ニ付、悪疫薄らき候ハヽ来月十日前ニ御入来有之度、只今より来月十二日迄は在宅に有之候
　
右要用而已申上度、頓首々々
　　 　
十二年八月廿七日
　　　　　　　　　　　　　　　　　
信亮
　　 　 　　
惟長様
　
追啓
　
水綿製糸之御試験、其後御模様如何、後便相伺度候也
書簡③と同日付の切紙　
別啓
　
通運ヲ以差出候磯山石江は朱ニて○印、岩船石江は朱ニ□印い
たし、別段郡村名記載不致候間、右○□印ニて御承引可被下候
　　　　
八月廿七日
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
信亮
　　 　　
惟長様
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之生糸製造場ヲ御取設、栃木生糸改良之御尽力は相成申間敷哉、然ル上は勧業課ニ於テモ充分御世話も可致と相考申候、先便ニも 上候通、小生所有之水車モ米舂は何分面白ク無之、且人物ニも差支居、旁以器械車ニ相改メ申度候ニ付、右水車之活用相成候様只管御尊案ヲ仰キ度、此義も尊来之砌篤と御相談申上度と存居候間、宜しく御勘考被下度候也 頓首々々
　　　　
十二年九月十一日
　　　　　　　　　　　　　　　　　
信亮
　　 　　
惟長様
【参考史料①】仲田信亮履歴（表紙、ラベル省略）〔中略〕　　　　
改正職員録
　　 　　　　　　　　　　　
栃木県
書簡⑤明治一二年九月一一日付「（端裏書・朱書）
九月十四日着」
　
九日附御状十 、再三敬読、被仰越候条々悉皆承諾仕候、十二日前ニは其筋御検査六ヶ敷候ニ付、小生十九日迄ニは群馬県より帰宅いたし候間、夫迄ニは其筋御検査モ可相済、依而十九日後必ス尊来有之候旨、呉々御待申上候、石質弥宜敷事ニ御検査相済、御遣ヒ道御目途相立候上は、直段之一条と相成可申 附而は仰之如ク山元石直段は価ノナキモ同様之物、只々運送費之一段ニ有之、何れニも運送費は必ス良策可有之と愚考仕 右利益之有無は全ク此運送之一事ニ御座 間、夫是以尊来 砌、篤と御相談可仕
　　
但、懲役人遣ヒ方は如何ニも御周旋可仕候
一、先便申上置候石塊二箇、猶取寄候間、則今十一日通運ヲ以御廻し申
上候条、此度之御序デニ其筋御検査中へ御加へ相成候様いたし度 其二ヶ所は左ノ
　　
河内郡古賀志村
　　
是は石井河岸へ四里ヨ
　　
上都賀郡塩山村
　　
是は栃木河岸へ四里ヨ
一、水中より木綿引出候器械之儀、見本出来之処、未タ綿ヲ解シ候一段
差支、試検不相成、御推量ニハ金ヲ引出し候器械ニも可有之旨、若弥右様ニ而は残念千万、弥懸ル時ハ寔ニ無拠次第ニ付、一応尊慮 程相伺申候、其訳 当栃木町之儀、近年年増に繭及ヒ生糸之売買盛ンニ相成（即今市中所々新繭ヲ生糸ニ引出し居申 ） 懸ル処兎角実明ナル商人無之、随而生糸之製造粗悪ニ付、兼々県庁勧業課ニ於テ改良方為致度旨ヲ以、専ら心配中 附而は尊君御奮発栃木表江二三十人どり位
　　
栃木県史料「
（朱書）
二十七」
　　　　　　　　　
制度部
　　
栃木県史材料
　　　　　　　
廿七
　
官員履歴
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〔一三名省略〕
　　
当県管下
　　 　　　　　　　　　　　　　　　　
野州足利郡勧農村
　　 　　
農
　
壬申正月八日任
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
仲田信彰
　　 　　　　
〔六一名省略〕
右之通御座候、以上　　　
壬申七月
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
栃木県
〔中略〕　　　　
当県判任官履歴表進達
　
当県判任官現今在職之分、御一新以来奉職履歴取調出来仕候間、別帳三冊進達仕候、以上
　　　　
壬申十一月
　　　　　　　　　　　　
栃木県参事
　
藤川為親
　　 　 　　　 　
栃木県令
　　
鍋嶋
　
幹
　　
史官
　　 　
御中
　〔中略〕　　 　　　　
栃木県管下
　　 　
下野国足利郡勧濃村
　　 　　 　　　
平民
　　　　　
元信彰
　　 　　 　 　
仲田
　
藤原
　
信亮
　　 　　 　　　
精（枠朱書）
作
　　 　　
己巳〔明治二年〕三十二歳
　　　　　　　　　　　　　　　　　　
令
　　
元佐賀藩貫属士族
　
明治四辛未年十一月十五日拝命
　　　　
従五位
　
鍋嶋貞幹
　　 　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
壬申二十九歳
　　 　
〔二二名省略〕
　　 　　
少属
　　 　　 　
野州足利郡勧農村農
　
同〔明治五壬申年正月八日拝命〕
　　　　　　　
  仲田信彰
　　 　　　　
壬申三十五歳
　　 　
〔七四名省略〕
右之通御座候、以上　　　
壬申六月
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
栃木県
　　　
職員御届書
当県令・参事始メ、判仁
（任）
以上、拝命干支月日、姓名并肩書共、当六月中
御達之通取調、別帳一冊進達仕候、以上　　　
壬申七月
　　　　　　　　　　　
栃木県
　　
史官
　　 　
御中
　　 　　 　　　　 　　
令
　　 　　 　　　
佐賀県貫属士族
（辛未十一月十五日任・辛未五月十九日叙）
　
  従五位
　
鍋嶋貞幹
　　　　　　　 　　
〔七名省略〕
　　
少属
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【参考史料②】仲田信彰（信亮）の意見書（表紙）　　　
当県管内一大産物ヲ興スノ策
下官信彰聞ク、古語ニ云、未タ信セラレスシテ而テ言フ、之ヲ妄ト云フ、賤ニ居而事ヲ議スル、之ヲ狂ト云、狂且妄ハ君子ノ容レサル所、然ルニ信彰卑賤ヲ以テ新進猥リ 事 議ス、狂妄ノ罪敢 免レサル所ナリ、然リト雖モ言路洞開 芻言納容ノ時ニ当リ、苟モ見ル所アリ、而シテ徒ニ形迹ヲ憚テ黙然鉗口スルハ豈臣子 節ナランヤ、且広ク聴テ其善ヲ採ハ上ノ以上タル所、其得失 視テ之ヲ賛シ之ヲ諷スルハ、匹夫ノ以テ匹夫タル所也、故ニ謹テ鄙見ヲ録シ以 上ル、謹テ按スルニ、国ニ産物アルハ木ノ根アルカ如ク灯ノ膏アルカ如シ、木ニ根無レハ則槁ル 灯ニ膏ナケレ 則滅ス、此必然之理也、今ヤ西洋諸国各其産スル所ノ物ヲ以テ其無キ所ニ易ヘ、互 其利 収ス 産スル多キ者ハ 国ヲ富スモ亦大ナリ、我
　
己巳九月廿六日
一、岩鼻県出仕申付候事　
同十月五日
一、任岩鼻県権少属　
同十二月廿六日
一、任岩鼻県少属　
辛未六月五日
一、岩鼻県少属ヲ以、日光 出仕申付候事　　　　　　　 　　　 　　 　
  「（朱書）
岩鼻県」
　
同六月廿二日
一、任日光県少属「（朱書）
同十一月十五日
一、日光県被廃」　
同日
一、旧日光県庁滞在、従前之事務取扱可致事　　　　　　　　　　　 　
  「（朱書）
鍋嶋知事口達」
　
同十二月廿日
一、 十二等出仕申付候事
　　　　　　
「（朱書）
栃木県」
　
壬申正月八日
一、任栃木県少属　
同八月廿八日
一、任栃木県権大属〔半丁白紙、後略〕
（ 「栃木県史材料
 制度部
 官員履歴
 廿七」
国立公文書館デジタルアーカイブ）
　　
鄙調
　　　　　 　　　　　　　
仲田信彰
58
其有志ノ徒ヲシテ各所ニ附テ開業セシメハ、今年ヨリ三年ニシテ其大利ヲ興起スベキ素ヨリ論ヲ待ス、夫レ人情ノ利ニ走ルヤ水ノ卑キ ツクガ如シ、土人其利ノ大ナルヲ見ルヤ必ス競フテ奮起スルニ至ラン事必セリ矣、是則官別ニ損セス労セスシテ忽チ管内一大産物ヲ生スベシ、豈瞬時モ座視スルノ時ナランヤ、是則木ヲシテ根ヲ蔓延 、灯ヲシテ油ヲ加フルカ如シ、噫下官信彰菲才浅陋一事成 無ク衆 中ニ碌々ス、然ルニ非常ノ殊恩ヲ被リ敢テ録用ヲ辱ス、所謂錦ヲ衣テ古郷ニ帰ルモノニテ一身ノ殊幸、親属ノ光寵 是皆以テ閣下ノ賜也、噫今日ノ鴻恩、江海以テ其深 喩フルニ足ラス、山岳以テ其高ヲ比スルニ足ラス、隕首結草ノ敢テ報ユル所ニ非サルナリ、輒チ狂妄ノ戒ヲ忘レテ芻蕘ノ言ヲ進ム、然リト雖モ書ハ事 尽サズ徒 其大綱ヲ録呈ス、其審詳細微ハ清標 仰胆 テ以 弁セント欲ス、仰キ冀ハ閣下其微衷ヲ憐ミ清閑ノ夕ヘ信彰ヲ膝下ニ致シ緩々 胸懐ヲ尽サ メ採択ヲ賜フヲ得ハ幸甚々々、下官信彰謹テ拝呈ス 恐惶九拝　　　　
辛未七月
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
仲田信彰
（ 「当県管内一大産物ヲ興スノ策」群馬県佐波郡境町字島村
　
田島九如家所蔵文書、横浜開港資料館複製版）
　　　
解題にかえて
仲田信亮　
仲田信亮は、天保九年（一八三八）生まれの、下野国足利郡勧濃村
（勧農・観濃〔農〕とも記す、現在の栃木県足利市宮北町・若草町・寿町・千歳町・常盤町）の農民であった
（１）
。通称は精作、当初の実名は信彰
皇国ノ如キ其産スル所ノ物一ナラスト雖モ、方今外国ニ行レテ其利ヲ収スル養蚕ニ クハナシ、然リト雖、其養蚕タルヤ未タ全ク開ケタリト言ニ到ラズ、只纔関以東、上・信・奥ノ三州ニ過ス、其他少シ 産スル所アリト雖モ、児戯ニ斎シキ而已、宜シク大ヒニ養蚕ノ道ヲ興起 、貧民ヲシテ其処ヲ得セシメ皇国 富強ニスルノ策ヲナスベ 夫レ養蚕ノ道タルヤ、第一其養フ所ノ桑ニアリ、其桑ヲ植ル沃土ヲ貴バ 其故如何トナレハ養蚕ノ利卵種ヲ上トス、糸ナルは之ニ次ク、其種タルヤ実ニ皇国ノ名産ニシテ我邦蚕種ノ如キ決シテ異邦ニ産セス、故ニ毎歳外国エ輸出スル挙テ数フベカラス、抑 種 産スルヤ只ニ桑ノ土地ニ因ルミ、其土地タルヤ河浜ニ旋沿スル所ノ亡所ヲ尤好シトス、幸ニ関東 大河利根ニ亜クは当管内ノ絹川是也 彼ノ利根ノ如キ早 已ニ養蚕之道開ケ、近歳毎戸益盛大数万金之富 ナ 者少カ ス 最其優ナルは新田郡島村中瀬・平塚・高嶋・仁平等、数村ノ如キ、西洋人屡尋問往復、嘆賞スルニ至ル、方今上州全国ハ暫差置 岩鼻県管内壱ヶ年 利凡百万金以上ニ至ル、其税モ亦従テ大ナ 知ルベシ矣、嗚呼夫養蚕之道一日モ忽ニスベケンヤ 然ルニ当国絹川 如キ其桑ヲ植ルニ極美 地アリ其養蚕ノ道未タ開ケス 豈惜マザルヘケンヤ、然リト雖モ之ヲ開ク土人ヲ以テセントスレハ必ズ不可也、其故如何トナレハ土人素ヨリ養蚕 利アル 甚解得セス、偶其利ア ヲ聞ト雖モ何レヨリ手ヲ下 可ナ ヲ知ラス、只ニ自棄スルノミ、故ニ之 開ク其道ヲ以テセザレハ徒 労ト雖モ益ナキ也、然ラハ則之ヲ開ク如何シテ可ナラン、曰上州島村中瀬・平塚・高嶋・仁平、数村ノ如キ、尚ホ大ヒニ養蚕ヲ広 ニセント欲スト雖モ、既ニ毎戸地力ヲ尽シ現今墾スベキト欲ス 又立錐ノ地シ、故ニ右数村ノ豪農富商数名ヲシテ管内絹川亡所ノ地勢ヲ相セシメ、
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ある石材以外にも、仲田は馬込惟長と、桑畑のことなど、さまざまな事案についてやりとりをしていたことが知られる。　
明治二〇年（一八八七）には両毛鉄道会社が設立され、同二二年
（一八八九）には栃木県の小山と群馬県の前橋を結ぶ路線が開通し
た（５）
。
両毛鉄道は民間主導で開業した鉄道であるが、仲田は会社設立前の同一九年（一八八六）に、栃木県知事・群馬県知事に提出した「両毛鉄道創立請願書」の発起人 名を連ねている。このときの発起人は 東京部会（東京府）八名と地方部会（栃木県・群馬県）一〇名 計一八名であるが、仲田は地方部会に属し
た（６）
。そして会社の株を五〇株保有し、会
社創設の初年度には副支配人（役員 をつとめた（明治二三年度に辞任） 。成立当初の両毛鉄道は、足利の織物買継商であ 木村半兵衛をはじめとする富豪と、安田銀行監事 安田善次郎といっ 銀行家などが、創設・経営の中心であったが、仲田もその中に加わっ いたのである。当時の仲田がいかな 場・肩書きであった かは不詳 あるが、両毛鉄道が足利や桐生の織物を輸送する産業鉄道として開設されたことをふまえると、両毛鉄道会社の 立・経営への参加 当該地域の産業振興密接に関係していたと考えられ
（７）
。
　
明治二二年三月には、のちの同三一年（一八九八）一月二三日付けの
朝日新聞に「仲田信
しんすけ
亮（六十）ハ、相応の財産家なるが、去廿二年三月
上旬出京し」とあり、仲田は東京に出たことが知られ
（８）
。記事には「自
分等発起となつて深川区西平井町へ洲崎製鋼株式会社を し、取締役となつて熱心社務に尽力し、且つ故郷栃木県下 鉱山へも関係し 一時非常に好結果を得て喜び居たる」とある。 は東京で洲崎製鋼株式会社を創立して取締役をつとめ、栃木県の鉱山開発 も関与して会社の業績を伸ばしたという。しかし記事は 那の鉱毒事件の同県下に起りしよ
で、のちに信亮となる。明治五年（一八七二）七月までは信彰と記されているが、同年一一月には信亮となっていることから（
参考史料①
） 、
改名はこの七月から 一月までの間になされたと考えられる。　
維新前の動向は不詳であるが、明治二年（一八六九）九月二六日に岩
鼻県（現在の群馬県・埼玉県の 部）へ 出仕を命じられて以来、同県・日光県・栃木県の官吏を歴任した。同四年（一八七 ）六月二二日には日光県少属となるが、同年七月には「当県管内一大産物ヲ興スノ策」として、 内で養蚕を盛んに行うことを説いており
（２）
、明治初期の殖
産興業政策を担う官吏 あったと考えられる。日光 が廃止された後は栃木県に出仕し、同五年八月二八日には栃木県権大属となっている。　
明治五年以降の経歴は不詳であるが、本稿で紹介した書簡から、同
一二年（一八七九）も栃木県で活動してい ことが知られる。 「当栃木管内」 （書簡①） 、 「管下産出之内」 （書簡③）とあ ように、 「管内」 （役所などが管轄している区域の内） 、 「管下」 （あ 国家、役所、機関 どの支配する範囲。管轄のもと
（３）
の語句を使用しており、仲田は明治一二
年当時も栃木県の官吏であった 考えられる。書簡⑤に「兼々県庁勧業課ニ於テ改良方為致度旨ヲ以、専ら心配中」 「勧業課ニ於テモ充分御世話も可致と相考申候」とあることから、栃木県の勧業課に してい（あるいは勧業課と何らかの関係を有した）と考えられる。　
東京の馬込惟長（後述）の日記には、 「仲田信亮入来、四五日は
三河屋方ニ逗留之よし申聞候、石板之石見本持参ス」 （明治一三年〔一八八〇〕五月一八日） 、 「野州仲田方江〆粕一条ヲ見込等ニ頼ミ遣し候」 （同年一〇月七日） 、 「野州仲田よりノ書状着ス 桑畑之義申来ル」（同年同月八日） 、 「栃木仲田方江粕田望ミ人有之よし之返書頼ミ遣し候」（同年 月一〇日）などと
る（４）
。本稿で紹介した書簡の中心的な話題で
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史にその名をとどめている
）（1
（
。しかし、もう一方の金主である馬込家につ
いては、県内での事跡がまったく知られていない。本稿で紹介した書簡は、その馬込家の活動の一端を示す貴重な事例といえよう。　
馬込惟長は、維新期に旧宇都宮藩との金銭貸借関係が解消されたのち
も、旧藩主である戸田家の財産を運用す など同家とのつながりを維持し、そのつながりをもとに栃木県内で養蚕製糸に取り組んだこと 判明してい
る
）（1
（
。
書簡⑤
でも、 「尊君〔惟長〕御奮発栃木表江二三十人どり位
之生糸製造場ヲ御取設 栃木生糸改良之御尽力は相成申間敷哉」とあるように、惟長は仲田信亮から、栃木県産生糸の品質改良のため、栃木に製糸場を建設することを打診され おり、惟長と養蚕製糸と 関係がうかがえる。本稿で紹介した書簡 大谷石（後述）などの栃木県産石材が話題の中心であり、この石材 話に加える形で 養蚕製糸、および「水製糸綿」 （書簡①） 、 「水綿製糸」 （③） 、 「水糸製」 （④） 、 「水中より木綿引出候器械」 （
⑤
）などとある綿糸紡績に言及されているが、これら
のことを考え合わせると、馬込惟長は栃木県産の石材 東京で販売しようとしたほか（後述） 、養蚕製糸に取り組んだり綿糸紡績 試みたりするなど、さまざまな産業に着手・挑戦していたと考えられる
）（1
（
。栃木県勧
業課に属する（あるいは同課と深いかかわりを有する）仲田信亮と 関係も、こうした活動の過程で形成されたと考えられ 。大谷石　
大谷石は、宇都宮市の北西部に位置する大谷地区（旧城山村荒針ほ
か）で産出される石材である
）（1
（
。耐久性に優れ、加工がしやすいことで知
られている。地元の宇都宮周辺では、古墳内部の切り石積み石室や 奈良時代の下野における国分寺・国分尼寺 建立などに、大谷石が使用さ
り俄かに鉱山事業の衰頽を来し、損益償はずして愈々維持の方法困難なるに心を痛め」と続く。足尾銅山の鉱毒事件を契機に会社の経営が傾くと、仲田はその重圧に苦しみ、明治三一年一月二一日に死去した
（９）
。
　
以上の通り、仲田信亮は維新前は下野国の農民として、明治期には
地方官僚（県の官吏） 、そして起業家として生き、六〇年の生涯を閉じた。維新期以前の動向や、官吏から に転身 た時期など、経歴には不明な点も残るが、明治の殖産興業期に一貫して栃木県の産業振興関与した人物といえよう。馬込惟長　
馬込惟長は、文化一一年（一八一四）に幕府代官手附の浦島清五郎
次男として生まれた
）（1
（
。江戸の名主である馬込家の養子となり、遅くとも
天保一一年（一八四〇）以降は惟長が馬込家 当主である。当主 なると同家の代々の通称である勘解由を名乗ったが 明治三年（一八七〇）に彦一郎と改め、同六年（一八七三）以降は惟長と称した。  馬込家は、大伝馬町二丁目（現在の東京都中央区日本橋大伝馬町の一
部）に住む江戸筆頭の草分名主で、江戸時代を通して世襲で名主役と幕府の道中伝馬役をつとめた。これらの正規の職務のほかに、馬込家は寛政八年（一七九六）より宇都宮藩戸田家 財務を担い、同家 多額 金銭を融通したことで知られる。　
馬込惟長は、川村伝
つたえ
衛とともに、宇都宮藩に多額の金銭を融通した東
京（江戸）の二大金主である
）（（
（
。後者の川村家は、寛政元年（一七八九）
以降、幕府の勘定所御用達をつとめた江戸の豪商であるが、明治四年（一八七一）に近代的な製糸工場である
大おおしま
嶹
商舎を河内郡石井村（現在
の宇都宮市石井町辺り）に設立し、養蚕製糸業を営むなど、栃木県の歴
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幅（内法）二尺（約六六センチメートル）の軌道上を、客車は一台六人乗り、貨車は一台一トン積みで、いずれも二人がかりで後ろから押して乗客や石材を運ぶものである。同三六年（一九〇三）に人車軌道が日本鉄道鶴田駅につながると、人車軌道と鉄道が連結した。宇都宮軌道運輸株式会社の開業以降、大谷石の採掘額は順調に伸びており、人車軌道と鉄道による輸送が、大谷石の販路拡大に大きな役割を果たしたと考えられる。　
その後、アメリカの建築家フランク・ロイド・ライトが東京の帝国ホ
テルの装飾彫刻に大谷石を使用した。ホテルは大正一二年（一九二三）に完成したが、その直後の関東大震災で焼け残ったことで、大谷石の耐火性が広く認知されるようになった
）11
（
。
　
さて、本稿で紹介した書簡の中心的な話題は、この大谷石をはじめと
する栃木県産石材についてである。書簡①に「東京近来石類莫 之御用途随而、豆〔伊豆国〕 ・相〔相模国〕追々深山ニ相進ミ不弁附而 当栃木管内より産出
（朱書） 「谷」
大屋石深キ御見込有之旨ヲ以、云々御問合之趣領承」と
あるように、明治一二年（一八七九）の東京では石材 需要が増大しており、伊豆や相模の石は山奥まで掘り進められ、不便が生じてい この状況下で馬込惟長は、大谷石をはじめとする栃木県産の石材について、仲田信亮に問合せをしたことが知られる。 「深キ御見込」とは栃木県産の石材を東京で販売することであったと考えら 一連の仲田の書簡は、こ 問合せに対する返答や 見本 材の送付に関するものである。　
馬込惟長が大谷石の東京移送を画策したのは明治一二年であり、同
一八年の弘石舎の成立よりも六年早い。書簡⑤に「山元石直段は価ノナキモ同様之物、只々運送費之一段ニ有之」 「右利益之有無は全ク此運送之一事ニ御座候」とあり、大谷石の地元以外での販売 、 効な輸送手
れたという。江戸時代には、元和六年（一六二〇）の宇都宮城の修築や弘化三年（一八四六）の宇都宮二荒山神社の石垣修築などで、大谷石が使用された。古川古松軒は、天明八年（一七八八）に幕府巡検使に随行して東北各地や蝦夷地を視察したが、このときに通った宇都宮について、 「町家草葺き多くてあしし。この辺 石の
和やわ
らかなるありて、それ
を瓦の如く削りなして、堂塔の屋根に葺くなり 他国 はなき石なり」と述べている
）（1
（
。大谷石とみられる石材について、他国にはないやわらか
い石で、寺院の堂塔の屋根瓦に使用されていると観察している。　
このように大谷石は地元では古くから利用されたが、他所へ移出され
るようになるのは江戸時代以降である。享保六年（一七二一） 江戸は、大谷石を扱う一六軒 問屋が隅田川沿いに存在 たとされている
）（1
（
。
そして天保期（一八三〇～四四）にも江戸で大谷石が取引され ことが確認され いる
）（1
（
。しかし、本格的な東京市場への参入は、輸送手段が改
善された明治後期であったと考えられる。　
大谷石の江戸・東京への移送は、当初は鬼怒川の水運が利用され、書
簡①にも「東京運搬 石井河岸江陸路三里半、同所よ 船積絹川〔鬼怒川〕通り」とある。 が 明治一八年（ 八八五 上野―宇都宮間の鉄道が開通すると、鉄道輸送の利用 よ 市場の拡大が図られた。このときに弘石舎と称する組織が成立し、のちには弘石舎 事業を引き継ぐ下野石会社が設立されたが、いずれも有効な輸送手段 確立できず、事業の成功には至らなかった
）（1
（
。
　
大谷石の輸送手段が改善されたのは、明治二九年（一八九六）に宇都
宮軌道運輸株式会社が設立されてからである。大谷石の産地から鬼怒川の石井河岸までの陸路は、それまではおもに馬が使用されたが、この会社は産地の荒針と宇都宮町の間 人車軌道を敷設し 。人車軌道とは、
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乗りを介して広まった
）11
（
。流行が最高潮に達したのは八月で、栃木県では
鬼怒川および思川・渡良瀬川水系沿いに患者が発生した。本稿で紹介した書簡はコレラが流行した時期に書かれたもので、栃木周辺におけるコレラ流行の状況を伝えている。　
このように、明治一二年の仲田信亮の書簡は、東京の馬込惟長とのや
りとりを通して、大谷石などの栃木県産石材をはじめとして、当時の栃木県内のさまざまな様子を伝える、貴重な史料と考える。（１）
 　
仲田信亮の履歴は、 「栃木県史材料
 制度部
 官員履歴
 廿七」 （国立公文書
館デジタルアーカイブ）の中の「当県判任官履歴表進達」による。これは明治五年（一八七二）一一月に栃木県の参事・県令が明治政府の史官に提出した、官員の履歴書である。本稿では
参考史料①
として仲田信亮の箇所を翻
刻した。仲田信亮に言及した研究には、鈴木芳行「明治初期地方蚕業開発と養蚕教師―群馬県佐波郡島村田島弥平の事蹟を中心に―」 （ 『地方史研究』二一二、 一九八八年）がある。
（２）
 　「鄙調（当県管内一大産物ヲ興スノ策） 」 （群馬県佐波郡境町字島村田島九如家所蔵文書 横浜開港資料館複製版）
参考史料②
として翻刻し
た。
（３）
 　『日本国語大辞典
 第二版』第三巻（小学館、二〇〇一年） 。
（４）
 　「日記」 （東京都江戸東京博物館所蔵、大伝馬町名主馬込家文書、〇九〇〇〇六三四） 。
（５）
 　
両毛鉄道の経営的側面に関する研究には、石井常雄「両毛鉄道会社におけ
る株主とその系譜」 （ 『明治商学論叢』四一、 一九五八年） 、同「両毛鉄道会社の経営史的研究」 （ 『明治大学商学研究所年報』四、 一九五九年） 、石井里枝①「企業勃興期における地方企業の設立と人的ネットワーク―両毛鉄道会社を事例として―」 （ 『渋沢研究』二〇、 二〇〇八年） 同②「企業勃興期 おける地方鉄道会社の経営と株主―両毛鉄道会社を事例として―」 （ 『鉄道史学』二五、 二〇〇八年） 、岡田有功「第一次企業勃興期における田口卯吉の︿起業者活動﹀ 」 （ 『九州共立大学経済学部紀要』一二三、 二 一一 ）がある。な
段を確立できるかどうかにかかっていたことが知られる。しかし、その後の弘石舎と下野石会社を経て、大谷石の東京移出が本格的に展開するのは、先にみた通り明治二九年の宇都宮軌道運輸株式会社の開業を待たなければならず、このと の惟長の目論見は成功しなかったとみられる。それでも惟長の「深キ御見込」は、大谷石の市場拡大を目指す初期の動向を示すものと位置付けられ であろう。　
なお、書簡①には「東京深川材木町（油堀ノ際）元宇都宮藩買上地中
に大谷石ヲ以建築いたし候石蔵有之候」とあり、旧宇都宮藩が購入した東京の深川材木町の土地に、大谷石を用いた蔵が建てられたこと 知られる。仲田の書簡を受け取る前に、馬込惟長がこのこと 知っていたのかどうかは不詳であるが、東京 惟長が栃木の大谷石 ることができたのは、旧宇都宮藩とのつながりを有した が関係したであろうことは十分に想定できる。　
また書簡①には「曽而地理局官員白野夏雲ト云人、河内郡巡廻之砌、
大
（朱書）
屋「谷」
石ヲ一見いたし、建築石ニは全国第一等之石質ト賞誉致シ候」とあ
る。白
しらのかうん
野夏雲は、明治八年（一八七五）から内務省に出仕し、殖産や勧
業のための地質・土石調査を行った人物
）1（
（
。夏雲は同一二年四月に
鹿児島県庁へ 出向を命じられるまで 調査 ため国内各県に出張した。内務省あるいは白野夏雲 馬込惟長との直接的な関係は不詳 あるが、惟長が大谷石に着目した背景には、国をあげて 殖産興業熱の高まりがあったと考えられる。　
以上の大谷石のほか、書簡にはコレラ（
書簡①・④「虎列刺」 「虎列
刺病」 、
書簡③「流行病」 「悪疫」 ）についての記述もある。明治一二年
は日本国内でコレラ 大流行した年で、栃木県へは東京 ら帰帆した船
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六万六二八七両であった（ 「雑記（戸田家文書） 」 『栃木県史』史料編・近世二、栃木県、一九七六年） 。
（
12） 　
江戸時代の川村家（川村伝左衛門）については、竹内誠「寛政改革と『勘
定所御用達』の成立」上・下（ 『日本歴史』一二八・一二九、 一九五九年） 、同「 『寛政改革と勘定所御用達』再論」 （ 『徳川林政史研究所研究紀要』昭和四十六年度、一九七二年） 、 論文は改題の上、同著『寛政改革の 』 （吉川弘文館、二〇〇九年）収録。明治以降の川村家や大嶹商舎については 史談会編『
国事鞅掌
　
報効志士人名録
』
第壱輯（史談会、一九〇九年） 、花岡
敏夫編『
日印貿易の犠牲者
　
青年松倉乾二
』（東京堂、一九一八年、なお松
倉乾二は川村迂叟の孫） 、五味仙衛武「栃木県における明治初期の蚕業奨励」（ 『栃木県史研究』五、 一九七三年） 、篠崎学美「栃木県における器械製糸業の嚆矢―大嶹商舎の成立および発展過程―」 （ 『教育とちぎ』二七九 九七三年） 、 『宇都宮市史』近・現代編Ⅱ（宇都宮市 八一 、 『栃木県史』通史編七・近現代二（栃木県、一九八 年） 伊藤重男「川村迂叟と大嶹商舎―宇都宮最初の近代工業の創始者―」 （ 『うつのみや重宝記』二七、 一九八八年） 、 『 「も 」づくりにかけた先人の想い―栃木の近代産業 交通の発展―栃木県立文書館、二〇〇七年） 、藤本實也『原三溪翁伝』 三溪園保勝会・横浜市芸術文化振興財団編、思文閣出版、二〇〇九年）など。なお 大嶹商舎を設立したのは川村伝左衛門（迂叟 で、伝衛はそ 息子である。
（
13）　
前注（
10）髙山④論文。
（
14） 　
ただし
書簡⑤
には「未タ綿ヲ解シ候一段差支、試検不相成、御推量ニハ金
ヲ引出し候器械ニも可有之旨、若弥右様ニ而は残念千万」とあり 綿糸紡績はうまくいかなかったようである。
（
15） 　
以下の大谷石に関する記述は、田代黒瀧「石材史」 （ 『下野史談
 城山村郷
土史誌』下野史談会、一九二五 城山村地誌』 （私家版、宇都宮市立中央図書館所蔵、一九三一年） 、栃木県立宇都宮中央女子高等学校 「幕末の大谷石」 （ 『地域総合調査報告大谷』私家版 宇都宮市立中央図書館所蔵、一九七四年） 、 『宇都宮市史』近・現代編Ⅰ（宇都宮市、一九八〇年） 大野登士『 むかし話』 （地芳社、一九八〇年） 、 『栃木県史』通史 七・現代二（栃木県、一九八二年）による。 『城山村地誌』は複数の筆跡で原稿用紙に記された私家版で 表紙や奥付が く、発行 代も記載されていないが、本書を引用した『宇都宮市史』近・現代編Ⅰは同書 発行年を昭和六年（一九三一）としており、本稿もこれに準じた。また、 「幕末の大谷石」 宇都宮市立中央図書館所蔵の抜刷 には発行年代が記されていないが 日野裕
お、石井①・②論文は、石井里枝『戦前期日本の地方企業―地域における産業化と近代経営―』 （日本経済評論社、二〇一三年）に収録されている。
（６）
 　
前注（５）石井著書。なお、本書の前提となった石井①論文では、地方部
会一〇名は栃木県八名と群馬県二名、石井②論文では栃木県七名と群馬県三名とされ、いずれも仲田は群馬県とされているが 著書では栃木県八名と群馬県二名とされ、仲田は栃木県とされている。一八八六年一二月二日・六日の『下野新聞』に掲載された「両毛鉄道会社発起及株主」では、仲田は「群馬県之部」の中にその名が確認される（ただし「仲田信亮」ではなく「沖田信亮」とあるが誤記と判断した） （前注 ５）石井①論文、石井著書） 。そして一八八七年五月 仲田の所在は東京とされている（前注（５）岡田論文の表４「両毛鉄道会社の役員（一八八七年五月） 」 ） 。後述の通り仲田が上京したのは一八 九年とみられるが、この点も含めて、この時期の の居所については、さらなる検討を要する。
（７）
 　
なお、中村尚史『日本鉄道業の形成』 （日本経済評論社、一九九八年） 、同
『地方からの産業革命』 （名古屋大学出版会、二〇一〇年）では、明治前期の地方における近代産業の始動には、地方官僚が積極的な役割を果たしたと指摘されている。地方官僚あるいは地方官僚経験者であっ と考えられる仲田信亮と両毛鉄道との関係も、このような事例 一つとして理解できるであろう。
（８）
 　
以下の記述は、 「朝日新聞」明治三一年一月二三日（国立国会図書館所蔵）
による。なお、当時の仲田の所在 栃木県都賀郡薗 村で、東京 神田区柳原河岸に寄留した されている。
（９）
 　
前注（８）の新聞記事は、仲田の死を報じたものである。
（
10） 　
馬込惟長（勘解由）については、幸田成友「馬込勘解由」 （ 『経済学研究』
四、 一九三五年、後に『幸田成友著作集』第二巻 中央公論社、一九七二年に収録） 、髙山慶子①「江戸町名主 金融―大伝馬町名主馬込勘解由 事例として―」 （ 『史学』七七―二・三、 二〇〇八年） 同②「大伝馬町 馬込勘解由」 （ 『大伝馬町名主の馬込勘解由』東京都江戸東京博物館調査報告書第二一集、二〇〇九年） 、同③「江戸町名主の社会的位置―大伝馬町名主馬込家を事例として―」 （志村洋・吉田伸之編『近世の地域と中間権力』山川出版社、二〇一一年） 、同④「江戸町名主馬込勘解由の明治維新」 （ 『日本歴史』八〇二、 二〇 五年）参照。
（
11） 　
明治五年（一八七二）の旧宇都宮藩の債務総額は四八万〇五八九両であ
るが、そのうち馬込勘解由に対する債務高は八万五六四 両、川村伝衛は
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「大谷石今昔物語」 （ 『砥粒加工学会誌』四三、 一九九九年）が同書の発行年代を一九七四年としており（ただし、栃木県立宇都宮中央女子高等学校「幕末からの大谷石」 『大谷地域綜合調査報告』二四とあり、表題・掲載誌名が同一ではない） 、本稿でもそれに従った。なお、後述の宇都宮城修築年代は、栃木県立博物館編『名城宇都宮城―
し（城）
ろ
と
ま（町）
ち
の移り変わり―』 （二〇〇六
年）による。
（
16） 　
古川古松軒『東遊雑記―奥羽・松前巡見私記―』 （東洋文庫二七、平凡
社、一九六四年、五頁） 。
（
17） 　
前注（
15） 『宇都宮市史』 『栃木県史』など。
（
18） 　
前注（
15）田代論文に、 「天保年間には、江戸にても盛んに使用したので
当地より移出したことは、小網町の運送店にて専ら取引した証文が残つてゐる」とある。
（
19） 　
弘石舎は、宇都宮市大工町の福島愿吾、東京市神田区美土代町の高橋太
助、同所今川小路の戸叶秀利、同所板橋町の相原伊和吉らが、大谷石を東京に移出するために設立した組織である。大谷石 産地である荒針村の大野峯作は、弘石舎の事業に協力するが、成功には至 なかった。下野石会社は、峯作の息子であ 大野金吾が、父の思いを引き継ぎ組織した会社 ある。弘石舎の先例をふまえて会社の組織や制度の設立 万全を期したが、運輸力がともなわず解散した。以上 弘石舎や下野石会社については、前注（
15）
『城山村地誌』による。
（
20） 　
この帝国ホテルの中央玄関は、現在 博物館明治村（愛知県犬山市）に移
築されている。
（
21） 　
白野夏雲については、白野仁『白野夏雲』 （北海道出版企画センター、
一九八四年）参照。
（
22） 　
栃木県におけるコレラの流行については、大嶽浩良「栃木県におけるコレ
ラ騒動」 （地方史研究協議会編『宗教・民衆・伝統―社会 歴史的構造 変容―』雄山閣出版、一九九五年） 、同「栃木県のコレラ騒動」 （獨協医科大学とちぎメディカルヒストリー編集委員会編『とちぎメディカルヒストリー』獨協出版会、二〇一三年）参照。
〔付記〕本研究はＪＳＰＳ科研費二六七七〇二一五の助成を受けたものである。 
平成二十七年十月一日受理
